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授業内容

年月日(曜) 時限 担当教員 項目 内容
課題
有・無

授業形式
（原則、対面。)

令和2年12月02日(水） 2 中西京子
ガイダンス
保健医療サービスと看護の機能

保健・地域包括ケア・医療サービス提供システムに
おける看護の機能や多職種との連携

有 講義

令和2年12月03日(水） 3 中西京子 看護活動の思考の展開方法 ヘンダーソンの理論を用いた情報の整理 有 講義

令和2年12月23日(水） 2 中西京子 看護活動の思考の展開方法 ヘンダーソンの理論を用いたアセスメント 有 講義

令和3年01月06日(水） 2 中西京子 看護活動の思考の展開方法 ヘンダーソンの理論を用いたアセスメント 有 講義

令和3年01月13日(水） 2 中西京子 看護の法的側面 看護と法の関わり、看護実践における法的基礎 有 講義

令和3年01月20日(水） 2 中西京子 看護の展開と継続性 看護のチーム・継続性・協働 有 講義

令和3年01月27日(水） 2 中西京子 看護とキャリア これからの看護に求められる役割について 有 講義

令和3年02月03日(水） 2 中西京子 まとめ 社会における看護専門職の存在意義 有 講義

授業形式・
視聴覚機器の利用

評価方法

教科書・
参考文献

学生への
メッセージ

この講義期間中に実習を挟みます。実習体験も活かして主体的に学習していきましょう。

2020年度後期　講義概要

１．保健医療福祉活動における看護の特徴と課題について説明できる。
２．看護の法的責務について説明できる。
３．看護の思考の展開の基礎について理解できる。
４．これからの看護の課題と展望について自己の考えを整理できる。

看護学概論Ⅱでは、保健・医療・福祉の中の看護のあり方を概観し、専門職看護として、社会の中で看護のあり方を考察する。ロール
プレイ、映像を多用し現在の社会問題を材料に、個人またはグループディスカッションを行いながら進めていく。

講義は、予習してきたことを基に学生に質問しながら進めていく。グループワークでは、6人前後のグループに分かれ、プレゼンテー
ションはiPadを用いて行う。

・課題の提出：40％(目標1-4）、個人レポート60％(目標4)。
・授業開始後20分を超えた出席で理由なき者は、無断欠席扱いとする(目標4)。
・全体評価で60％未満の場合は、再課題を行う。無断欠席は-5点とする。
・提出期限を過ぎた課題レポートは-2点、未提出は-5点とする。
・なお全講義の2/3以上の出席をもって成績評価の資格要件とする。無断早退は出席に含めない。3回の遅刻で1回の欠席とみなす。

ナーシンググラフィカ,基礎看護学Ⅰ看護学概論,メディカ出版.

看護学科　1年

中西　京子

看護学概論Ⅱ
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